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あらまし： 調べ学習では，その過程において情報収集を行う必要がある．この作業が不十分な場合，重
要な情報を逸失してしまい後続する過程に悪影響を与えてしまう．そこで，本稿では，テーマに関連する

知識を区割りして俯瞰できるようにすることで情報の逸失を防ぎ，情報収集を円滑に進めることができ

る調べ学習支援システムを提案する． 
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1. はじめに 
近年，実験や調査を通して何か物事を調べるとい

う学習が増加している．以降では，この学習を調べ

学習(1)と呼ぶ．調べ学習では，その過程において情報

収集を行う必要がある．この作業が不十分な場合，

重要な情報を逸失してしまい後続する過程に悪影響

を与えてしまう． 
そこで，本稿では，テーマに関連する知識を区割

りして俯瞰できるようにすることで情報の逸失を防

ぎ，情報収集を円滑に進めることができる調べ学習

支援システムを提案する． 
 

2. 調べ学習 
調べ学習は，課題設定，情報収集，整理・分析，

まとめ・表現から構成される．調べ学習の過程を図

1に示す．調べ学習では，まず，日常生活の疑問や自
身の興味に基づいて課題を設定する．次に，その課

題について情報を収集する．そして，収集した情報

が適切なものかどうか整理・分析する．最後に，そ

れらをレポートやポスターにまとめて表現する． 
調べ学習の過程において，情報収集は特に重要と

考えられる．なぜなら，ここで集めた情報から整理・

分析とまとめ・表現が行われるからである．情報収

集が不十分な場合，主張したいことや結論づけたい

ことが曖昧になったり，矛盾した内容になったりす

る恐れがある．  
情報収集において，使用される情報源としては，新

聞，図書，雑誌，ビデオ，Webなどがあり，その一
つとしてWikipediaが利用されている．Wikipediaに
は，日本語版で約 300万もの見出し語句が登録され
ており，情報収集における情報源としては有用と考

えられる． 
 

3. Wikipedia 
Wikipedia(2)とは，Wikimedia財団が運営しているイ
ンターネット百科事典である．一般的な百科事典と

の違いはコピーレフトなライセンスのもと，サイト

にアクセス可能な誰もが無料で自由に編集に参加で

きる点である． 
Wikipedia は登録されている見出し語句のことを

タイトルと呼び，各タイトルには，その内容を説明

するページが存在する．ページの構成を図 2に示す．
本稿では，ページのリンクが付けられた語句を関連

タイトルと呼ぶ．また，ページのテキストの冒頭の

段落をトピックと呼ぶ．なお，図 2には含まれない
が各タイトルにはそれを一意に識別する ID が割り
当てられている． 

 
4. 調べ学習支援システム 
本システムは，調べ学習の情報収集にWikipediaを

使う場合において，関連情報の洗い出しを支援する

図 1 調べ学習の過程 図 2 ページの構成 
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ものである． 
本システムは，大別すると作成と表示の二つの処

理から構成される．本システムの構成を図 3に示す．
作成処理では Wikipedia のダンプファイル(3)からタ

イトル，関連タイトル，トピックを抜き出し，デー

タベースに登録する．表示処理では，ユーザから入

力されたタイトルをキーにしてデータベースを検索

し，その結果を関連グラフとして表示する． 
関連グラフとは，テーマに則して入力されたタイ

トルの周囲に関連タイトルをカテゴリ別に並べたも

のである．関連グラフの例を図 4に示す．図 4にあ
る中央の丸がタイトル，四角がカテゴリ，それらの

外側にある丸が関連タイトルである．これにより，

テーマに関連する知識を区割りして俯瞰できる． 
作成処理において，構築されるデータベースの ER

図を図 5 に示す．pages エンティティはタイトルに
割り当てられた IDを保持するものである．r_titlesエ
ンティティは関連タイトルがどのタイトルの ID に
対応するかを保持するものである．categoriesエンテ
ィティは関連タイトルに割り当てられたカテゴリを

保持するものである．topics エンティティはタイト
ルのトピックを保持するものである． 
 
5. 実行結果 
本システムは Web アプリケーションとして実装
した．本システムの実行画面を図 6に示す．図 6は，
「タイトル（映画の題名等の意味）」というタイトル

で関連グラフを検索した結果である．検索したタイ

トルが中央に，Wikipediaから取り出した関連タイト
ルがその周囲に配置されている． 
 

本来，実行結果に表示される関連グラフには，図

4 に示すようにカテゴリがタイトルと関連タイトル
の間に配置される．現状では，関連タイトルをグル

ープ化する機能が実装されていないので，タイトル

と関連タイトルが直接結びつく形で表示している． 
 

6. おわりに 
本稿では，テーマに関連する知識を区割りして俯

瞰できるようにすることで情報の逸失を防ぎ，情報

収集を円滑に進めることができる調べ学習支援シス

テムを提案した． 
本システムは開発中であり，表示される関連グラ

フはまだカテゴリ別に区割りされていない．本シス

テムの完成後は，情報の逸失を回避しているかどう

かを検証する実験を行い，その有用性を評価する予

定である．  
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図 3 システム構成 

図 4 関連グラフ 

図 5 データベースの ER図 

図 6 実行結果 

中国地区 教育システム情報学会 2018年度学生研究発表会

200


	p08_f



